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ICTを活用した情報提供への取組状況

停留所時刻表

1

Ｗｅｂでの情報提供 ～路線バス～

路線図



ICTを活用した情報提供への取組状況

運行状況表示
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Ｗｅｂでの情報提供 ～路線バス～

乗換・運賃案内



ICTを活用した情報提供への取組状況
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時刻表 運行情報表示

Ｗｅｂでの情報提供 ～高速バス～



ICTを活用した情報提供への取組状況
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京王アプリ

アプリでの情報提供

京王アプリ
２０１６年３月より提供開始

・時刻表
・運行情報 等の提供



ICTを活用した情報提供への取組状況

バス車内での情報提供
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バス車内の運賃表示画面で京王電鉄の運行情報を提供
（現時点では多摩地区のみ）
遅延・振替輸送等の表示
全車両に導入済みのＷi-Fiを活用



ICTを活用した情報提供への取組状況

バス車内での情報提供
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「おもてなしガイド」アプリ（実証実験）
車内アナウンスをお客様のスマートフォンに表示
７か国語対応（ヤマハ株式会社提供）
新宿WEバスで実施中



ICTを活用した情報提供への取組状況

バス停留所での情報提供
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一部停留所においてバスの接近情報を表示



公共交通オープンデータ協議会への参加
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２０１６年２月に公共交通オープンデータ協議会
に参加

・現在、旅客自動車作業部会にてデータ形式、提供方法
（提供条件）等について検討中

・データ提供条件は基本的にはデータ提供者が決定するが、
①無償提供
②協議会の実費負担（回線費用）による無償データ提供
③協議会による販売仲介
といったケースが想定されている。



オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み
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多言語対応

・２０１７年度に時刻表・運行状況検索サイトの英語対応
を実施予定

・２０１８年度までにバス車内停名表示機の英語対応を完了

⇒バスは停留所数が多くダイヤ改正も多いため負担が大
⇒多言語化対応のためのデータ（翻訳データ）等の提供を期待

無料Wi-Fiサービス

・車両内における訪日外国人向けの無料Wi-Fiサービスの検討



オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み
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高速バスの案内強化
・当社が運営する「highway-buses.jp」での多言語案内の充実
６か国語対応



オープンデータ化に関する取組みの現状と展望
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京王バス コンテンツプロバイダー

ナビタイム
ジョルダン

etc.

現在はナビタイム等のコンテンツプロバイダーに時
刻表等のデータを無償提供

経 路
時刻表
運 賃

データ提供
（無償）

エンドユーザー

ＷＥＢ
アプリ



オープンデータ化に関する取組みの現状と展望
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データ公開のメリットについて

・顧客ニーズへの対応（他の交通機関等との連携）
多くの移動の始点～終点までの情報を自社だけでは提供不可
他社のリアルタイム情報を様々な拠点で提供

・自社システムコストの低減（他社システムとの連携）
オープンデータ活用事業者による無償提供

・オープンデータ活用事業者のサービス低下による顧客の混乱
・対応コストや工数の増
（現在は）
・提供する内容は自社ＨＰ等で一般に公開している内容
・時刻表データ等は自社活用の為のデジタルデータを流用

⇒システム連携コスト等を負担する仕組みづくり

データ公開のリスクとその対応策について


